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概要
Cisco Expresswayシリーズ (Cisco VCSではない)でサポートされる最大容量/サイズは、以下の
表に記載されています。これらの数値/値はガイドラインのみであり、実際の展開では多くの
要因がパフォーマンスに影響するため、保証されるものではありません。 Expresswayは非常
に多くの異なるユースケースをサポートしているため、個々の特定の展開に対して容量制限を

提供することはできません。

Expresswayのサイズ設定/容量情報は、サポートされる同時登録数や通話数に基づいて分類さ
れます。

重要な注意事項
•ここで提供される数値は、必要なすべてのソフトウェアライセンスが適用されていること
を前提としています。

•数値は、特定の専用 Expresswayシナリオに対してテストされています。MRA専用、B2B
通話専用など、単一のサービスまたはシナリオに使用されている Expresswayまたはクラ
スタに基づきます。マルチサービス展開に対してテスト済みの容量ガイドラインを提供す

ることはできません。

• N+1モデル
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• X14.2リリースより前は、最大 6つの Expresswayシステムをクラスタ化して、単一シ
ステムの 4倍のクラスタの合計容量を実現することができます (利点のない Small VM
を除く)。

• X14.2リリース以降、4+1冗長性モデルでは、最大 5つの Expresswayシステムをクラ
スタ化して、単一システムの 4倍のクラスタ容量を実現できます (利点のない Small
VMを除く)。

• X14.2リリース以降、5+1冗長性モデルでは、最大 6つの Expresswayシステムをクラ
スタ化して、単一システムの 5倍のクラスタ容量を実現できます (利点のない Small
VMを除く)。

•小規模なVMの場合、クラスタリングは冗長性のためだけに行われ、スケールは考慮
されません。また、クラスタリングによる容量の増加はありません。

•ビデオコールと音声のみの通話に提供される数値は代替値です。記載されている容量はビ
デオまたは音声のいずれかで使用でき、両方では使用できません。

依存関係
通話の数字/値は同時通話を指します。

同時通話とリッチメディアセッション (RMS)ライセンスには 1対 1の関係はありません。
RMSライセンスの使用はさまざまな要因によって決まります。つまり、一部の通話は「無料」
になる場合もあれば、他の通話は複数のライセンスを使用する場合もあります。

大規模システム (大規模 VMまたは CE1200)で 6000個の TURNリレーをサポートするには、
「大規模 Expresswayで TURNポート多重化」 ([設定（Configuration）] > [トラバーサル
（Traversal）] > [TURN])を有効にする必要があります。

小規模な VMは、Cisco Business Edition 6000プラットフォーム、または Cisco Business Edition
6000仕様に一致する汎用ハードウェア/ESXiでサポートされます。小規模 VMの数値は、M5
ベースの BE6000アプライアンスのものです。

スタンドアロンシステムの容量ガイドライン
この表には、スタンドアロン Expresswayの基本容量が示されています。

• Expressway Selectは、2500を超える暗号化されたシグナリングセッションを処理できま
す。登録/通話/セッションの数には、暗号化セッションの制限/上限はありません (ハード
ウェアの制限は引き続き適用されます)。

• PRRH = OFFの値。

（注）
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表 1 :スタンドアロン容量ガイドライン

X15.x

TURNリレーMRA登録（代
理）

RMSライセン
ス

通話（ビデオ

または音声の

み）

ネイティブ登

録（ルーム/デ
スクトップ）

Platform

60007000500500件のビデ
オまたは 1000
件の音声

5000CE1200

60008500500500件のビデ
オまたは 1000
件の音声

5000CE1300

60003500500500件のビデ
オまたは 1000
件の音声

5000大規模な VM

18002500150150件のビデ
オまたは 300
件の音声

2500中程度の VM

18002007520件のビデオ
または 40件の
音声（40件の
MRA以外のビ
デオ）

2000小型 VM

クラスタシステムの容量ガイドライン
n+1のサイズのクラスタの容量を決定するには、1つのノードが冗長性のためにカウントされ、
クラスタの容量は「スタンドアロン容量ガイドライン」表の単一ノードの容量のn倍の係数に
なります。

サポートされる最大クラスターサイズは 6です。

小型 VMの場合、クラスター化されたシステムとスタンドアロンシステムの数値/値は常に同
じです (小型 VMをクラスター化しても容量は増加しないため)。

（注）
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MRAの高速パス登録 (登録のキャッシュ最適化)
X12.7以降、ExpresswayはMRAベースのデバイスの高速パス登録をサポートします。これに
よりルーティングプロセスが最適化され、サーバのワークロードが軽減され、容量の増加につ

ながります。 Expresswayは初期ルーティング計算をキャッシュし、その後、事前ルーティン
グされたルートヘッダーを使用して後続のパケットを宛先に転送します。これには次の利点が

あります。

•ルーティングの作業負荷を軽減します。

•登録容量が増加します。

•各メディアパケットが同じルートパスに従うことを保証します。

この機能はMRA展開にのみ適用されます。容量の増加およびその他の利点は、MRA以外の
Expressway展開には適用されません。

重要

高速パス登録は、次の SIPメソッドでサポートされています: REGISTER。設定はコマンドラ
インインターフェイスを通じて行われ、詳細な手順は最新の Expressway MRA展開ガイドに記

載されています。

必ず Expresswayを再起動してください。メモ

この機能が設定されている場合のスタンドアロン Expressway MRA展開 (Expressway-C +
Expressway-E)のテスト結果は次のとおりです。

• Expressway Selectは、2500を超える暗号化されたシグナリングセッションを処理できま
す。登録/通話/セッションの数には、暗号化セッションの制限/上限はありません (ハード
ウェアの制限は引き続き適用されます)。

• PRRH = ONの値。

• Expressway Selectイメージでのみ PreRoutedRouteHeader (PRRH)を有効にできます。
Expresswayイメージでは PRRHが無効になっており、コマンドラインインターフェイス
(CLI)オプションは使用できません。

（注）
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表 2 :スタンドアロン容量ガイドライン

X14.x

MRA登録（代理）RMSライセンス通話（ビデオまたは音

声のみ）

Platform

7500500500件のビデオまたは
1000件の音声

CE1200

4000500500件のビデオまたは
1000件の音声

大規模な VM

3000150150件のビデオまたは
300件の音声

中程度の VM

2007520件のビデオまたは
40件の音声（40件の
MRA以外のビデオ）

小型 VM

n+1のサイズのクラスタの容量を決定するには、1つのノードが冗長性のためにカウントされ、
クラスタの容量は「スタンドアロン容量ガイドライン」表の単一ノードの容量のn倍の係数に
なります。

サポートされる最大クラスターサイズは 6です。

小型 VMの場合、クラスター化されたシステムとスタンドアロンシステムの数値/値は常に同
じです (小型 VMをクラスター化しても容量は増加しないため)。

（注）

クラスター内通話
エンドポイントが同じクラスタ内の異なるピアに登録されている場合のライセンスの使用量

は、クラスタ全体の通話メディアトラバーサルによって異なります。

•通話メディアがクラスターピアを通過しない場合、エンドポイント間の通話では RMSラ
イセンスは使用されません (「登録済み」通話です)。

•いずれかのエンドポイントが Ciscoインフラストラクチャに登録されていない場合、
通話には RMSライセンスが使用されます。

•通話メディアがクラスタピアを実際に通過する場合、エンドポイント間の通話では、B2BUA
が使用されている Expressway上で RMSライセンスが使用されます。

•両方のエンドポイントが Ciscoインフラストラクチャに登録されている場合、通話で
は RMSライセンスは使用されません。
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クラスター化されたシステムでライセンスがどのように使用されるかの詳細については、この

ガイドのライセンスのセクションで説明されています。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


